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平成２８年度第１回越谷市社会福祉審議会障害者福祉専門分科会 

 

【会議概要】 

１ 日 時：平成２８年７月２６日（火） １３:３０～１５:３０ 

２ 場 所：越谷市中央市民会館５階 第４～６会議室 

３ 出席者等： 

(1) 出席委員（１３名） 

高野委員、豊田委員、新田委員、岩本委員、小柳委員、宮下委員、

新美委員、松村委員、市村委員、瀬戸委員、朝日委員、猪股委員、

門間委員 

(2) 欠席委員（４名） 

阿保委員、松田委員、岡野委員、三田寺委員 

(3) 事 務 局（１４名） 

立澤福祉部長、斉藤子ども家庭部長、島田地域包括ケア推進担当

部長、笹野福祉部副部長(兼)福祉推進課長、渡邉子ども家庭部副

部長(兼)青少年課長、髙橋子ども家庭部副参事(兼)子育て支援課

長、山元障害福祉課長、関根子育て支援課調整幹、角屋障害福祉

課副課長、山﨑障害福祉課副課長、森田子育て支援課副課長、小

西障害福祉課主幹、田嶋教育センター主幹、岩崎障害福祉課主事 

４ 傍 聴 者：１名 

５ 次 第 

１ 開会   

２ 議事   

(1) 報告事項 

①第３次越谷市障がい者計画の進捗状況について 

②第４期越谷市障がい福祉計画の進捗状況について 

３ その他   

４ 閉会 

 

６ 会議資料 

・次第 

・資料１第3次越谷市障がい者計画進捗状況報告（平成27年度） 

・資料２第3次越谷市障がい者計画進捗状況一覧（平成27年度取り組み内容） 

・資料３第4期越谷市障がい福祉計画進捗状況報告（平成27年度） 

・資料４第3次越谷市障がい者計画まとめ 

・参考資料第3期越谷市障がい福祉計画進捗状況報告（平成24年度～26年度） 
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【内容】 

１ 開  会 

司会より以下の点について報告 

   ・平成２８年４月１日より委員となった越谷公共職業安定所の新田純康委

員及び埼玉県立越谷特別支援学校の市村洋子委員のご紹介 

   ・平成２８年７月１日付けで松澤茂委員が辞任した旨の報告 

・委員総数１７名のうち１３名が出席しているため、越谷市社会福祉審議

会条例・第６条・第３項の規定により、会議が成立することの報告。 

 

――朝日分科会長あいさつ―― 

 

越谷市社会福祉審議会条例第６条第２項の規定に基づき、朝日分科会長が

議長となり議事進行。会議録作成のための録音の許可、越谷市社会福祉審議

会条例施行規則第５条の規定に基づき、原則公開であることを説明し､承諾。 

 

――傍聴者の入室―― 

 

 

２ 議  事 

（１）報告事項 

① 第３次越谷市障がい者計画の進捗状況について 

② 第４期越谷市障がい福祉計画の進捗状況について 

 

議    長：  本日の議事は、「第３次越谷市障がい者計画の進捗状況につ

いて」及び「第４期越谷市障がい福祉計画の進捗状況について」

の報告事項となっております。よろしくお願いいたします。 

       議事の（１）報告事項、２つ関連がありますので、一括して

事務局よりご報告をお願いします。皆さんの質疑等に時間を割

きたいと思いますので、可能な限りコンパクトによろしくお願

いいたします。 

 

事 務 局：《資料に基づき説明》 

     ・第３次越谷市障がい者計画の進捗状況について 

     ・第４期越谷市障がい福祉計画の進捗状況について 
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議    長：  ありがとうございました。それでは、順次皆さまからご質問

やご意見をいただきたいと思います。大変ボリュームがある資

料でございますが、事前に送付いただいているということもあ

りますので、市役所のご担当の方からは特徴的なところに焦点

をしぼって、ご説明いただきましたけれども、もちろんそれ以

外の委員の皆さまがたお気づきの点どこでも結構でございます

ので、ご質問ご意見をいただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

ご案内のとおり２つの計画、障害者基本法に基づく障がい者

計画と総合支援法に基づく障がい福祉計画がスタートする年次

と計画期間が違っておりますので、併せて読み解いていくとい

うのがなかなか難しい側面がございますけれども、第３次障が

い者計画は、５年間の計画期間が昨年度、平成２７年度で終了

しております。すでに第４次障がい者計画が始まっております

けれども、５年間の実績・進捗を振り返るということになると

思います。また、障がい福祉計画は第４期が昨年度から３年間

でスタートしておりますので、２７年度における障害福祉サー

ビスの利用状況や提供状況等について、みていただくことにな

るかと思います。どこからでも結構でございますが、いかがで

しょうか。 

 

委  員：  資料２の一覧について質問なのですが、１３ページの「４ 授

産品の販路拡大」のところについて、計画書本文に「共同受注」

と書いてあるが、「平成２７年度の取組み内容」のところにそれ

についての記述がないのはどういうことでしょうか。また、「２ 

地域活動支援センター等の充実」の「平成２７年度の取組み内

容」のところで、「障害者施設等からの物品等の調達方針を定め」

と書いてありますが、これはどういうことなのでしょうか。と

いう質問です。 

 

議  長：  ありがとうございました。２点いただきましたが、このこと

に関連するご質問はございますか。ないようでしたら、事務局

からご回答をお願いいたします。 

 

事 務 局：  まず１点目のご質問の授産品の販路拡大と共同受注のお話い

ただきましたが、共同受注の取組みというのは、一昨年前から
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市内の事業所の皆さまに集まっていただいて、共同受注の取組

みを進めるか進めないかというところも含めて検討していただ

いて、今年の４月から市内２０の事業所が集まりまして、共同

受注の取組みというものがスタートしております。これからは、

共通の電話番号の設置などもして、その電話番号にご連絡いた

だければ、「こういう仕事ができる事業所がありますよ」という

ことを紹介するなどの取組みが現在進んでおりまして、軌道に

乗れば、実際の受注の機会や販路の拡大につながっていくと考

えております。それから２点目の地域活動支援センターの項目

の障害者施設等からの物品等の調達方針につきましては、障害

者優先調達推進法の中に各自治体は毎年どれくらいの調達を目

標に活動するんだということを定めなさいという規定があり、

また、定めた方針をホームページ等で皆さま方に公表しなさい

ということも併せて定められています。越谷市でも、毎年この

方針を定めまして、ホームページ上でその方針を公表しており

ます。 

 

委  員：  なぜ、地域活動支援センターの取組み内容のところにしか書

いていないのでしょうか。 

 

議  長：  障害者施設等からの物品等の調達方針というのは、地域活動

支援センターも含まれるかもしれませんが、他の障害者就労支

援施設も対象となると思われるので、「２ 地域活動支援センタ

ー等の充実」の項目だけでその記述がでているのはどうしてで

しょうかということですね。 

 

委  員：  はい、そうです。 

 

事 務 局：  ご指摘のとおり、物品等の調達方針につきましては、地域活

動支援センター以外の障害者施設についても対象です。第４次

障がい者計画においては、「受注機会の拡大」という見出しの中

で、優先調達推進法というものをクローズアップして表記する

形になっております。第３次計画においてこのような表記にな

った経過についてご説明できずに大変申し訳ございませんが、

少なくとも第４次計画では「受注機会の拡大」という表題の中

で、全ての事業所に係るような取りまとめかたをさせていただ
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いているということでご理解いただければと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

議  長：  第４次計画では、私も共同受注への取組みのところがクロー

ズアップして項目化されたことを記憶しております。第３次計

画の策定の際には、「地域活動支援センター等の充実」の「等」

のなかに含まれてしまったということなのかもしれません。 

 

委  員：  資料４第３次越谷市障がい者計画まとめの２ページの１番下

の課題の中に「土地区画整理事業や小中学校施設のバリアフリ

ー化目標を下回ったものがあった。」とありますが、これは第４

次に組み入れられているのでしょうか。どの程度できなかった

のかも知りたいです。お願いいたします。 

 

議  長：  関連するご質問はございますでしょうか。只今ご質問は特に

小中学校施設へ焦点化されたものということでよろしいですか。 

 

委  員：  はい。 

 

議  長：  事務局より回答をお願いいたします。 

 

事 務 局：  只今のご質問ですが、資料２の１９ページの上から３段目、

「１ 土地区画整理事業の推進」という項目がありまして、こ

この担当課コメントで、土地区画整理事業の進捗に合わせた整

備になってしまったので、目標値に達成しなかったということ

ですね。それから、下から２番目の「２ 小中学校施設のバリ

アフリー化の整備」という項目の中で、限られた予算の範囲、

これはこの事業だけの問題ではなく、財源の確保に関しては全

ての事業において大変課題になっておりますが、そういう状況

がある中で、できる限りのことはしたんだけれども、目標値に

達成しなかったという担当課のコメントが記載してございます

ので、ご参照いただければと思います。なお、第４次計画につ

きましては、計画書の１０４ページに第３次計画と同様の事業

ということで継続して掲載してございますので、是非のちほど

第４次計画で確認いただければと思います。 
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議  長：  皆さんにお考えいただいている間に議長という立場で恐縮で

すが、２点質問といいますか意見のような部分も入りますが、

資料３第４期越谷市障がい福祉計画進捗状況報告で、１ページ

の「１ 福祉施設の入所者の地域生活への移行」の実績数値に

ついて、明確に内訳もお話いただけてよかったなと思ったので

すけれども、ひとつ気になったのが、グループホームへ２人移

行したことについては、理解できるのですけれども、入院とい

うのが地域生活への移行ととらえていいのか、あるいは何らか

の理由で一度退所して自宅に帰ったが、入院せざるを得なかっ

たのか、というのはその下の「入院中の精神障がい者の地域生

活への移行」については、たしかに目標設定ができないので、

全体としては地域移行を進めていく中で、数値目標は難しいと

いうことで設定されていないのはわかるんですけれども、ここ

は病院から地域生活への移行ということが言われていて、福祉

施設の入所者が地域生活へ移行というところで、また入院がカ

ウントされているというのが、このあたりの整合性などについ

てどうかなと思ったのがひとつと、それからこれは目標値がな

いので、実績値がなくてよろしいかと思うのですが、そうはい

いながら入院中の精神障がい者の地域生活への移行のところで、

越谷市さんのほうで、例えば窓口や関連する部署で、確認して

いるところで移行が進んでいるのか、まだまだ課題があるのか、

このあたりについてもし情報があればお知らせいただきたいと

思います。以上２点です。関連するご意見ご質問等はございま

すでしょうか。 

 

委  員：  私は相談窓口にいるのですが、入院中ではないのですが、入

院を長くして、今度地域活動に入る方がたまにいらっしゃいま

す。そうした場合、例えばその方を見ている色々な方がいらっ

しゃいますよね。その方を同行しないでお一人で「自分は元気

になったからきた」と地域活動に早く入りたいという方が実際

にいらっしゃいます。結局その方とよく話をするのですが、や

はり本人は不安定なのに不安定でないと思っておりますので、

そういう場合、実際には病院からの例えば同行してくださる方

とかいれば、地域への移行っていうのはある程度あるかと思う

のですが、一番地域活動という中でボランティアというかたち

が入りやすいのではないかという考え方がありまして、必ずそ
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ういうことでおっしゃってくる方がいらっしゃるんですね。そ

れが実際には果たして私たちのほうでその方の活動を応援して

あげられるかというと非常に難しいです。ですので、やはり入

院中から地域へ移行、あるいは本人が退院されても、地域への

移行というのはかなり難しいのではないかと思います。その方

はハローワークの相談窓口に行かれた方で、ハローワークから

こちらの窓口を勧められていらっしゃったんですね。地域活動

をしたいのであればひとつの手段としてお勧めしていただいた

と思うのですが、やはり少し難しいのかなと感じている部分が

ありますので、周りの方がフォローして差し上げないとこうい

った方たちは地域活動へ戻るのは難しいなと感じたものですか

ら、お話させていただきました。 

 

議  長：  ありがとうございます。今の部分は関連するご体験・お考え

を出していただきました。日中活動の充実でしたり、医療機関

から地域生活へ移行するときの相談支援体制であったり、日中

活動の充実みたいなところの文脈で、そういった枠組みの中で

とらえることになると思いますので、その中でボランティア活

動に適しているか否かの議論はここでは難しいと思うのですけ

れども、計画的にはそのあたりの充実がなされてくると、今の

ような方についてもプラスになるような材料が見えてくるので

はないかなと思いました。他はいかがでしょうか。是非とも行

政計画のいわば進捗についての報告でございますので、本分科

会としては、それをベースにしながら、例えばそれぞれのお立

場の活動を踏まえると、少し違った評価ができるのではないか

とか、違う印象があるのではないかということをお出しいただ

くと、この分科会としての役割がさらに発揮できるのではない

かと思います。いかがでしょうか。 

 

委  員：  この障がい者計画に長いこと携わらせていただいて、なかな

か進んでいかないのは、地域生活移行であると思っています。

誰にとっても衣食住の３つは人間が生きていくうえで非常に重

大な課題であり、障がい者が生きていくかということは私たち

知的障がい者の親にとって、子どもが障がい宣告をされたとき

から、「この子をどうしようと」ずっと考えながら育ててきて、

親なき後も「どこで暮らしていけばいいのだろう」と色々な取
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組みをしてきました。昔は施設を作るときに必ず説明会を求め

られ、判子を全部もらわないと施設が建たないという状況の中

で、「あなたたち障がい者の施設は誰にも迷惑のかからない山の

中に作ればいい。」といわれたことがありました。今日事件が起

きた現場は山の中ですよね。結局犯罪が非常に起きやすい区域

になっています。夜中に起きた事件なのに朝８時半くらいの時

点でまだけが人の搬送が終わらないという、救急車が駆けつけ

るのにも時間がかかる、警察が駆けつけるのにも時間がかかる。

そういう山の中に障がい者は住めばいいといわれてきました。

一刻も早く地域生活移行をして、にぎやかな街中で治安が行き

届いたところで、知的障がい者も住んでほしいと思います。第

４次の中でも目標はありますが、資料４の２ページのまとめの

中に、課題として「グループホームの利用希望者は年々増加し

ているが、施設の整備が必要」というように書かれています。

本当に施設の整備は必要なのですが、遅々として進まない理由

というのは、建設補助金が市からは全く下りないという状況で

すよね。一応国や県に補助金の申請はできますが、それは全国

から挙がってきた希望の中から選ばれますので、必ずしもその

補助金がもらえるとは限らないです。昨年中核市になったこと

で、重度の方たちが何人も住む場合のスプリンクラーの設置に

関する補助金も以前は県から出ていましたが、中核市になって

からは、その補助金もなくなってしまいました。そういった中

で、親たちだけが必死になって土地を買ったり、家を建てたり

するのは、非常に困難なことです。たしかにグループホームが

立ち上がれば介護給付費などが支給されますが、それまでの何

千万というお金を保護者がそれぞれお金を作って、家を建てて

というのは非常に難しいことです。その辺のところをほんの少

しでもいいので、ご理解いただき、越谷市にも何らかの、潤沢

な予算があるわけではないですので大変なことだとは思います

が、ここに謳っている以上はひとつでも大きな数値目標に近づ

けるための努力というものはしていただきたいと思います。是

非よろしくお願いいたします。 

 

議  長： ありがとうございました。進捗状況を踏まえたうえでの今後に

向けた課題提起ということ承らせていただきたいと思います。

他はいかがでしょうか。 
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委  員：  障がいのある方々の余暇活動というのは生きがいなどにつな

がるかと思います。そのひとつとして障がい者スポーツという

のは、非常に大切なのではないかなということでご質問を差し

上げます。具体的には資料２２４ページ一番下の「３ スポー

ツ・レクリエーション教室・講座等の開設」というところをご

覧になってください。５年間の取組みとその課題も見えてきて

いるのかなと思います。競技のマンネリ化が進んでいるという

こと、そこで、聞きたいことのまず１点で、新たな競技・種目

はどういったものをお考えかということ、それからある意味成

果を出すためには、参加人数は問われるんでしょうけれども、

量から質への転化、これはいかがお考えなのかということ、リ

ピート率はあるが、内容として「楽しかった」「次も参加したい」

という考え方もあるかと思いますので、その辺を２点目として

お伺いしたいなと思います。以上２点お願いします。 

 

議  長：  ありがとうございました。関連するご発言ございますでしょ

うか。よろしければ事務局からお願いいたします。 

 

事 務 局：  まず、２４ページのスポーツ振興課からのコメントのマンネ

リ化という話があるというご指摘なのですけれども、２５ペー

ジに「２ 障がい者のスポーツ交流の促進」という項目がござ

いまして、こちらの中に卓球バレーというスポーツの記載がご

ざいます。こちらにつきましては、昨年に東日本の大会が越谷

市の総合体育館で初めて開催されまして、越谷市の代表チーム

を結成して、大会が盛大に行われました。そういう大きな大会

が誘致できると、やはり「大きな大会に参加してみたい」とい

う方も多くなっておりまして、決してスピード感があるとまで

は評価できないことかもわかりませんが、徐々に障がい者が参

加できるスポーツというものを模索して、取組みが進められて

いるというように感じております。ただ、大変恐縮なのですけ

れども、スポーツ振興課の所管の話で、事務局にもおりません

ので、私の感想含みの話になってしまい、大変申し訳ございま

せん。それから量から質への転化というようなご指摘をいただ

いたところですけれども、これも量も質も大事なのかなと私は

考えております。まずもって、障がい者スポーツに参加してい
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ただいている方は、先ほどもご指摘いただいたとおり、色々な

スポーツでも結構同じ顔ぶれになってしまっているところも事

実かと思います。やはり、家から一歩でて、もしくは、施設か

ら一歩でて、色々な社会参加やスポーツも含めた生涯学習に取

り組んでいただく環境の整備ということも、これからも引き続

き第４次計画においても展開していく必要があるのかなと考え

ているところです。 

 

委  員：  ありがとうございました。所掌している部署が違うので、な

んともいえないのですが、新たなスポーツとして、例えば身体

障がいの方であればボッチャであるとか、ローリングバレーボ

ールであるとか、そういったものが今主流となっているかと思

いますので、そういったものに目を向けながら是非やりがいの

ある生きがいのある人生を送っていただけるように考えていた

だければありがたいなと思いますので、どうぞよろしくお願い

します。 

 

議  長：  ありがとうございました。それでは事務局から所管課へ只今

のご意見をしっかりとお伝えいただればと思います。他はいか

がでしょうか。 

 

委  員：  今までお聞きいたしまして、私から１点お話を聞きたいと思

うのですが、資料２の２３ページ、私は民生委員をやっており

まして、一人暮らしの方たちの防犯・防災という面で、大変関

心があります。そして消防団も三十数年やっておりまして、や

はり地域でどんなお年寄りのかたもしくは障がいをお持ちのか

たたちがいて、その方たちが逃げ遅れたというときに助けたい

という気持ちがございます。地域にこういう方たちがいらっし

ゃいますよという情報を果たして消防団なり地域の自主防災組

織なりの方たちにお教えすることができるのかというのがお聞

きしたいと思います。もし、それが可能であれば私たちも真っ

先に駆けつけて手助けをしたいなと感じておりますのでお聞き

します。 

 

 

議  長：  ありがとうございました。ご質問をいただきましたので、関
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連するご発言はございますでしょうか。なければ事務局からお

願いしたいと思います。 

 

事 務 局：  只今お話いただいたのは越谷市要配慮者避難支援制度に係る

話なのかなと思っております。これは法律で名簿を持たなけれ

ばいけないという規定があるのですが、避難支援制度のやり方

については、市町村によってさまざまな取り組み方をしている

と伺っています。越谷市では、まず避難支援を受けたい方がい

た場合に、市へ申請をしていただくのですが、その際に地域の

自治会の方々に申請者自身の個人情報をお教えすることの同意

を確認させていただく作業をやらせていただいております。申

込みに来られた方が登録すると、警察や救急が優先して自宅に

来る制度ではないかと間違えて認識されている方もいらっしゃ

るのですが、これは地域の自治会の皆さんなどに、どういう障

がいを持っていてどういう助けが必要なのかというある意味個

人情報を知ってもらう制度となっております。その際に、「そう

いうことなら是非申請したい」、「そういったことだったら申請

したくない」と人によって判断はわかれてしまうのですが、申

請を受け付けます。それから、これは越谷のやり方なのですけ

れど、最近自治会でも役員の皆さんの高齢化の話があったりし

て、市のその制度に積極的に参加したところで、働く世代の若

者は昼間はいないし、高齢者ばかりになってしまうので、避難

支援をしてくれといわれてもなかなか取り組めないと考えてい

る自治会もあります。逆に積極的にそういう制度があるのであ

ればやろうということでやっていただいていいる自治会もあり

ます。自治会の手挙げ制度みたいな仕組みになっております。

従いまして、お住まいの自治会がこの制度をやりますと手を挙

げたところとその地域に住んでいる個々の障がい者の方が申請

してもいいですよというマッチングでもってこの制度が成立す

る仕組みになっております。できれば市としては手を挙げてい

ただける自治会の数が是非増えてほしいと思いますし、特に大

震災などのときには警察、消防、救急や自衛隊などの公共機関

はそう早い段階で皆さまのもとにははせ参じられませんので、

まずもって地域の力ということで、こういう制度を活用いただ

いて、日頃から災害に備えていただければなと考えております。 
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委  員：  私からは雇用のほうで、ハローワークの状況を少しお話させ

ていただきたいと思います。資料２の１２ページや１３ページ

にハローワークという言葉が出てきているのですが、ハローワ

ークは越谷市さんと一緒に、ちょうどこの建物で障がい者の面

接会を開催させていただいております。今年も文書での依頼を

したところなのですが、最終的には雇用につながっていけばい

いということで、障がい者への支援をやっているわけなのです

けれども、新聞報道もしているのですが、平成２７年度も障が

い者の就職というのが、埼玉では６年連続で過去最高を更新し

ています。その内訳なのですが、先ほど少し精神障がいの方の

話もでたのですが、２、３年前から精神障がいの方が身体障が

いの方を上回って求職の申込みや就職数などが増加しています。

というのが平成３０年の４月に障害者雇用促進法では精神障が

い者もカウントすることになりまして、企業の法定雇用率が今

２．０％なのですが、それが上がることになっております。そ

れを見据えて企業も雇用の促進をしているところでありまして、

いろいろな就職の機会を企業も模索しているということで、就

職数もかなり上昇が続いていると思います。私どもは企業から

求人をお預かりしていますので、先ほど、働ける状態でないと

ボランティアに行っていただくようハローワークで案内をした

という話があったと思いますけれども、ハローワークでは働け

る状態かどうかを主治医の証明をとって、精神障がいの方など

には働ける状態ですというのを確認させていただいてから、企

業に紹介をしているということがあります。それなので、企業

に責任をもって紹介をするということなので、全ての障がいを

お持ちの方をハローワークで支援できるかというとなかなか難

しい面があります。ハローワークと同じ建物の中に障害者就労

支援センターというのも入っていると思うのですが、なかなか

ハローワークで一番障がい者の雇用で今苦労しているのが、就

職が増えている中でなかなか定着が難しいというのがありまし

て、その辺で是非市の就労支援センターやうちで委託していま

す就業生活支援センターというのがあるのですけれども、生活

面で市と連携をとって、定着ということで少し障がい者の雇用

については、また進められればなということで考えているとこ

ろです。その辺も含めて今後の計画にも反映させていただくと

ありがたいかなというのは意見としてよろしくお願いしたいと
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思います。 

 

委  員：  障がい者といっても本当にひとりで生きていける方もいらっ

しゃいますし、とてもひとりでは生きていけない方もいらっし

ゃって親なき後というのは大変な問題です。私も社会福祉協議

会でやっている成年後見センター・成年後見制度の話を何度か

聞いたことがあるのですが、お金もかかりますし、また資料が

いっぱいだし手続きするのが大変だなと感じもしました。それ

でもっとこの成年後見制度が私たちにとって身近なものになっ

てもらいたいと思います。 

  

委  員：  皆さんご存知かもしれませんが、３月２５日に県議会で手話

言語条例が承認されました。レベルは県レベルです。市町村の

レベルとしても埼玉県内の富士見市、三芳町及び朝霞市の２市

１町の議会の中で承認を得て、手話言語条例が制定されていま

す。他市の状況ですけれども、議員の方を中心に進めている市

もあります。越谷市の場合もゆくゆくは手話言語条例を制定し

ていただきたいと思っています。福祉の理解に関しまして、い

ろいろと確認しましたところ手話言語条例の制定には２つあり

まして、市長主導ですすめるやり方、私たち一般市民の声で進

めるやり方という２つの方法があります。私たちの希望としま

しては、越谷市長主導の形で進めていただきたいと考えており

ます。それとは別に聴覚障がい者としてではなく、私は空手を

しておりまして、その立場からなのですけれども、４年に１回

の世界ろう者武術大会が開催されるということで、私は日本の

選手として先週トルコに行く予定でした。大会に参加予定でし

たが、皆さんご存知のとおり、トルコでクーデターがありまし

た。たまたまクーデターのあった土曜日の朝が出発でしたので、

外務省のホームページなどで確認をしたところ、極力渡航はし

ないでくださいという注意事項が出ておりましたので、私は泣

く泣くあきらめた次第です。２０２０年には東京オリンピッ

ク・パラリンピックが開催されます。デフリンピックといって、

ろう者だけが集まるスポーツの祭典がありますけれども、まだ

なかなか周知しきれていなくて、パラリンピックは知っている

人はたくさんいてもデフリンピックは知っている人は少ない現

状です。４年に一度デフリンピックも開催されております。私
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は空手をやっておりますけれども、スポーツをとおして交流を

図ることは大切と感じております。スポーツ関係について、ス

ポーツ振興課の方にお伝えいただきたいのですが、スポーツは

いろいろありますが、その中で武道も含めてほしいと思います

がいかがでしょうか。理由としては、私は全日本の障がい者の

空手の選手権大会に毎年参加しておりますが、その中でいろい

ろ障がい者が集まって大会をやっております。毎年選手は増え

ている状況です。越谷市も武道関係について興味をもって大会

に送りだしていただければいいなと思っております。それらの

ことをスポーツ振興課の方に考えていただければと思っており

ます。武術にしても横浜市の大会の中で障がい者部門などがあ

ります。横浜市は人口が多いので、皆さんが注目をして障がい

者への理解ができると思いますし、また理解も広まるのでない

かと思っております。以上です。よろしくお願いします。 

 

議  長：  ありがとうございました。只今のお話でもありましたが、埼

玉県では共生社会をつくる条例、略称「差別解消条例」と「手

話言語条例」が４月１日から条例として施行されているところ

です。 

 

委  員：  感想という形でお願いいたします。特別支援教育につきまし

ては、越谷市の教育センターさんと連携させていただきまして、

着実に行われていると感じております。小中学校との支援籍学

習につきましては、今年度も２０名の子どもたちが参加してい

るのですが、取り組んでいる生徒につきましては、地域の子ど

もたちに知ってもらえるということで、成長をとげております。

また、センター的機能ということで、特別支援コーディネータ

ーを中心としました巡回相談もかなりの回数が行われておりま

して、依頼の文書がひっきりなしに来ているという状況でござ

います。ただ、障がいが重度化・複雑化・多様化している現状

の中で、やはり教員のスキル・専門性を高めていかないと、対

応できないというところも感じておりますので、引き続き学校

としても専門性の向上という点では、研修等進めていきたいと

考えております。私は昨年度まで高校の教員をしておりました

けれども、「ふれあいの日」のイベントに初めて参加させていた

だきまして、私はずっと越谷市民なのですが、はっきりいって
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知りませんでした。かなり参加者の方が増えているという現状

はあるとは思うのですが、やはり一般の市民の方にどれだけ知

ってもらえているのかというと甚だ疑問です。もっと PR の方

法など工夫していく必要があるのではないかと感じました。 

  

委  員：  資料１の８ページの「日常生活用具給付事業の充実」という

ところですけれども、平成２３年度から２６年度まで件数とし

ては、難病患者へは０というところですけれども、平成２７年

度に４件とありますが、どのような器具の給付であったりとか、

ずっと０だったのが４というのがどういう部分だったのかなと

感じておりますが、教えてください。 

 

議  長： ありがとうございました。質問でございますので、事務局より

お願いいたします。 

 

事 務 局：  只今お話のありました難病患者等に対する日常生活用具の給

付でございますが、実際に４件ございました。品目としまして

は、１７品目対象になるものがあるのですけれども、生活の必

需になるようなものとなりまして、用具といたしましては、移

動・移乗ですね、乗り移るときの支援用具や歩行の支援用具で

すとかそういったものの給付をさせていただいているところで

ございます。 

 

委  員：  感想といいますか２点です。１つは、私は古新聞や空き缶が

たまると定期的に近くの NPO、障がい者福祉施設に届けている

のですけれども、たまたま今朝届けたら、そちらの担当の方の

対応がいつもと違っておりまして、今朝の事件のことが影響し

ているのかなとふと感じました。そういったことも含めまして、

資料４で先ほどもお話はありましたけれども、特に広報・啓発

活動関係の充実というのは大事かと思います。一般市民が古新

聞やダンボールなどがたまると地元の子ども会に出してしまう

かもわからないですけれども、もし、縁があればじゃあもって

ってみようかなと思うかもわかりませんので、一般市民の意識

と相手方の受入れ側の利用される方々との関係がうまい関係に

なれればもうちょっとスムーズになるのかなと感じました。も

うひとつなのですけれども、基本理念のところでもっと早期の
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段階でお話すればよかったのですけれども、理念なのでそうい

う理解でいいと思うのですけれど、「共に働く」とあります。共

に働くというのは健常の方も障がいがある方も共に働くという

ことなので、一般の認識・意識の中では世の中はスピード感と

成果というお題目で動いていると思います。そうするとどうし

ても障がいのある方がそこにはいろうとするとはじかれてしま

うと思います。理念としては、共にあるという共生社会でいい

と思うのですが、その解釈とか中身的なことについてをもう少

しそしゃくしてどうあるべきというような議論が今後さらにあ

るといいかなと思いました。 

 

委  員： 私の歯科医院にも知的障がいをお持ちの方、知的障がいをお持

ちのお子さん、身体障がいをお持ちのお子さんなどが見えてい

ます。知的障がい者のお子さんや成人の方とも楽しく診療をや

らせてもらってます。私の医院ではバギータイプの大きい車い

すも全部、ユニットの横までそのまま入れるバリアフリーとな

っています。２３年前になりますが、越谷市と県から表彰を受

けた診療室です。今日お話を伺いまして、皆さんのお話を聞い

ていると、どうしてもこれだけの膨大な資料と実際の障がい者

の現状がものすごくかけ離れているという印象を持ちました。

というのは越谷歯科医師会は地域包括ケアシステムの活動も盛

んにやっておりまして、私も昨年地域ケア会議に２度参加しま

した。やはり障がい者の方たちのことを認知症高齢者の方たち

だけでなく地域包括の枠組みの中にしっかりのってこないと地

域の方々に存在を認めてもらうのはなかなか難しいのではない

かなというのが私の正直な意見です。ただやはり私も障がい者

の方と日常の診療でふれあっていますけれども、大事なことは

障がい者の方は特別な存在ではないとしていつも仕事している

つもりです。眼鏡かけている人が多いですけれども、われわれ

は眼鏡はずせば視覚障がい者です。それぞれ自分の弱点はなに

があるかということを常にわれわれも考えながら、障がいをお

持ちの方と接していく越谷市の環境を整えていく必要性がある

のではないかなと感じながら、委員の方々のご意見を聞かせて

いただきました。ありがとうございました。 

 

議  長：  ありがとうございました。せっかくの機会でございましたの
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で、委員の皆さまから感想も含めてご発言いただいたところで

ございます。他にございますか。よろしいでしょうか。今日は

分科会としては、それぞれ２つの計画の進捗状況などの報告を

受けたということで、それを解釈したり、あるいはさらに発展

させていくためのいくつかの問題提起をしていただけたのかな

と思います。事務局でもそれを整理していただいて、必要に応

じて所管課へ直接お伝えいただくなどの対応をとっていただけ

ればと思います。また、総じて計画が、先ほどのお話にもあり

ましたとおり、理念だとかそういった点では、皆さん異論はな

いと思うのですけれども、具体的にそれを地域のなかでどうや

って実現していくかというところで、さらに突っ込んだという

か詳細な議論や活動化されていくことの重要性を皆様方のご発

言を通じて、共通して感じているところでございます。という

ところで議事についてはこれでひとくくりとさせていただきた

いと思いますが、よろしいでしょうか。 

そうしましたら、予定されていた議事につきましては、以上

でございますので、ここで議長の役割を下ろさせていただきま

して、事務局にお返ししたいと思います。皆さまどうもありが

とうございました。 

 

３ そ の 他 

   事務局より次回の会議は秋ごろに開催する旨の説明 

 

４ 閉  会 

 

     ――岩本副分科会長あいさつ―― 
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